


















インターで高速を下り、西北にしばらく行くと特産館「もちむぎのやかた」がある。もち麦麺をはじめ当地の特産ロ聞を販売する施設だが、そのほど近くに江戸時代以来の大庄屋三木家住宅がある。農地改革などで前庭の大部分を削られてしまったそうだが、元々播州一円で大きな勢力を保ち、秀吉に滅ぼされた英賀城主三木氏に縁のある家柄で、江戸中期には大圧屋として辻川と近在の郷村も合わせて管理地は一万石に及んだ また、三木家の近くには柳田園男記念館 あるが、三木家 民俗学者柳田園男が育った家としても有名である。
この大庄屋三木家に懐徳堂関連資料が遣されてい ことは、以前から知























































絵師として知られ だけ 遺作も少ないが、この三幅対に描かれた鶴 精細な描写はこの画家の技量を十分に伝えるものである。竹田の「草虫図」と米山人の「君子一笑図」は、いずれも江戸時代を代表する文人画家 作品であり、主題的にも表現 面でもたいへん興味深い。
詳しくは研究科助手の赤木美智・博士前期課程学生の吉井奈津江両氏の
解説に譲るが、これらの三木家の所蔵品のほとんどが近代になってから収集されたもの はなく、同時代に入手されたものである点、たいへん貴重で あ る 。
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木の描き方などで異なる季節感を巧みに演出してい 左 では、黄土色の山肌 上に青色と緑色を重ね、さわやかな春の新緑を表現している。また、上方の山には白 桃 の花を咲かせる樹木を描き込むことで画面に華やかさが添えられ、画面手前の樹木は幹 画面向かって左方向へうねるように伸ばし生命力を感じさせる。
さて、「高山流水」とは、音楽のすぐれてたくみなことのたとえである。
むかし、伯牙は善く琴を鼓し、鐘子期は善く琴の立日を鑑賞した。伯牙が高山を想って琴を鼓すると鐘子期は峨々たる高山の如しと評し、流水 想って鼓すると洋々たる流水の如しと評 た故事に基づ 。よって、画面下方で水辺に腰を下ろし、上方を眺める桃色の衣を着た人物 、春の山中で伯牙の琴の音に耳を傾ける鐘子期と捉えることが可能であろう
対して右幅では青色および緑色はほとんど使用されず、黄土色、あるい
は茶系の淡彩を用いる。また 近景の木々 幹は垂直 生え、業もそれほど描かれない。東屋が描かれるものの、人の姿はなく、閑散とし 情景を強調している。なお、落款 ご峯老人董法」と記 れていることから一峯老人、すなわち中国の文人画家で元末四大家 一人)黄公望( 二六九1
一三五四?)の画法に倣ったことがわかる。
ところで「高山草堂」と記されているが、この言葉が指す ころは、作
画の十四年後、弘化二年(一八四五)に竹洞自身によって記された、同家所蔵の書幅「高山草堂記」に詳しく述べられてい 。これによれば 北宋時代の画家、李公麟は龍眠山荘園を描 て 唐代の王維がそ 山荘を描い
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高/山則得雲逸致鼓秋水思詩其幽思舎而通之無曲弾/不勿若夫薩窮策以値手入弄気味与古遺失/竹田外史憲画併録」とあり、白文方印「富民楽外」を 捺 す 。
小竹の賛は「数日前見清人画山水全幅用石今三面之/妓法今観此幅亦然



















郷友録』の画人の部に名前が記載されていることから、このころすでに画家として活躍していたと考えられる。画は山水・人物を描いた佳品が多いが、懐徳堂の前身のひとつである「含翠堂図」を描いている点も見逃せない。青年期の逸話を掲載し 『播州奇 伝』によると、米山人は播磨国神東郡剣坂村の庄屋安積喜兵次に寄食して勉学し、その縁によって浪華で米屋を開業したという。また伊勢津藩藤堂侯に仕え大坂蔵屋敷留守居役になった経歴があり、その藩邸に設けた函室「正帆」を回能村竹田らが訪れた。ほかにも、『木村兼霞堂日記』 「米屋彦兵衛」「米彦」とし 登場することから、米山人 当時一流の文人墨客と交流していたことが分かる。
本図は、孔の空いた太湖石と竹を組み合わせ竹の下に 匹の犬を描いて
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